
官武館協発第17号

令和4年 10月 24日

宮崎県公立武道館協議会

加盟団体長 殿

令和5年度地域社会武道指導者研修会。地方青少年武道錬成大会

実施希望調査について(依頼 )

時 下 ますます御清祥のこととお喜び中し上げます。
日頃から、宮崎県公立武道館協議会の事業推進につきまして、御協力を賜り、深く感謝申し上

げます。

さて、標記事業につきまして、公益財団法人 ll本武道館から、別添写しのとおり調査依頼があり
ました。

つきましては、ド記により御回答いただきますようお願い中し_Lげますc
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令和5年度地域社1会武道指導者研修会・地方音少年武道錬成大会

実施希望調査書 (別紙0)

確認事項及びチェックリスト(別紙②～開催希望の場合のみ)

令和4年 11月 1811(金 )〔 Z、着〕 (希望しない場合も別紙①をご提出ください。)

宮崎県公立武道館協議会  会長 佐藤 彦空 宛

(公益財団法人 宮崎県スポーツ施設協会内)

ド記まで、郵送またはFAXで御回答ください。

(1)公益財団法人日本武道館から、日本トップレベルの講師が派遣されます.

(2)本 事i業実施に係る講師謝金や派遣講師の旅費等については、武道競技団体

の経費負担はありません。

但し、主管団体として運営面の実施をお願いいたします。

(3)本県開催数は、原員Jと して、地域社会武道指導者研修会、地方青少年武道

錬成大会が各2事業となりますc

希望が多い場合は推薦順位をつけて日本武道館に提出します。

(4)開 催を希望される場合は、必ず開催予定地の県公立武道館協議会加盟館

(市町村)と 日程を調整してください.(別紙③)

公益財団法人 宮崎県スポーツ施設協会

住所 :〒 889-2151 宮崎市大字熊野 2206-1

電言舌:0985-58-5151  F患 :0985-58‐3213

担当 :安井 祐介

メール :yasui― y@miyazaki― spOkyo.jp



(別紙① )

令和5年度
地域社会武道指導者研修会・地方青少年武道錬成大会

実施希望調査書【加盟団体(武道団体用)】

令和 4年  月   日

宮崎県公立武道館協議会

会長 佐 藤 彦 空 行

武道競技団体名

会  長  名

連 絡 責 任 者 名

T   E   L

F   A   X

令和 5年度の実施を希望 ( します  ・  しません )
※いずれかをOで囲むc希望する場合は、県公立武道館協議会加盟館を所有する市町村

(別紙3)と 日程を調整の上、下表に御記入ください。希望しない場合もご提出ください。

※地域社会武道指導者研修会では中学校武道必修化の特化型研修での開催も可能です。

どちらで開催希望か、Oで F4Jん で 下さい。

(1.特化型研修で開催希望  2.通 常の研修で開催希望)

2 地方青少年武道錬成大会

(原則3日 間ですが、3日 間で実施できない場合は2日 間での開催も可能です。

その場合は、理由を記してください。)

日
Ｐ

1 地域社会武道指導者研修会 (2日 間)

施 設 名 開 催 期 間 研修内容 対象及び人数

第 1希 望 月  日( )～  月  日( )

第 2希望 月  日( )～  月  日( )

第 3希 望 月  日( )～  月  日( )

施 設 名 開 催 期 間 研修内容 対象及び人数

第 1希望 月  日( )～  月  日( ) 対象

人数

第 2希 望 月  日( )～  月 日( )

第 3希望 月  日( )～  月  日( )

(3日 間で実施できない理由 :



【別紙②】

地域社会武道指導者研修会・地方青少年武道錬成大会

実施のための確認事項及びチェックリス ト (武道団体用)

武道団体名

1 開催に当たっての確認事項

(1)種 目

0 8種 目 (柔道、剣道、弓道、相撲、空手道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道 )

(2)会 期

○  「指導者」・・・ 原則 2日 間

○  「青少年J ・・・ 原則 3日 間

(2日 間での開催 も可能。できる限 り長期休みや連体を利用すること。 )

○ 実施時期は、 9月 から12月 とする。

(3)会 場
・ 県公立武道館協議会加盟館

(4)対 象

①  「指導者J ・・・ 指導者または指導的立場ある成年 (高校生以下は不可 )

②  「青少年」・・・ 小学生から高校生までで、基本動作の稽古が可能な者
※ いずれ も原則 として皆勤できる堵

(5)指導計画

①  「指導者」・・・ 指導法、形、審判法あるいはそれに準 じた内容

②  「青少年」・・・ 「基本から行 う工 しい武道の普及振興Jを眼 目とし、礼法

や着装の仕方など、基本からおさらいする内容。強化・競

技力向上に偏った錬成課程 とならないように注意する。

(6)派遣講師

○ 派遣講師は、 日本武道館 と各道中央団体の判断で決定

○ 人数 (2人ない し3人)は、参加人数 (見込み)に より決定

※ 講師を指名することはできません。

(7)そ の他

○ 天災など不可抗力の場合を除き、中止することはできません。

2 対応できるものにチェックマークИを入れてください。

(1)事前準備について

□ 県公立武道館協議会事務局 (ス ポーツ指導センター)と 日程 。会場 。内容等に
ついて、連絡ができる責任者が選定できる。

□ 参加者募集の案内ができるc

□ 名簿が作成できるc

(2)開催前 日の打合せ会議について

□ 講師送迎 (空港 。駅等一宿舎)ができる。
□ 連盟 (協会)の関係役員 (会長、副会長等)が出席できるc

(3)研修会・錬成大会当日について

□ 県公立武道館協議会事務局 (ス ポーツ指導センター)と 会場準備ができる。
□ 受付 (参加者の出席確認)ができるc

□ 開会行事において、 「講師紹介」ができる。
□ 講師送迎 (宿舎一会場―空港・駅等)ができる。
□ 講師接待 (湯茶及び昼食対応等)ができるc

□ 閉会行事において、 「代表あいさつ」ができるc

□ 感想文作成者 (2名 程度)の選出ができる。
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